
●
認
可
保
育
所
の
定
員
を
拡
大

四
月
か
ら
、
ご
し
ょ
の
保
育
園(

御
所

野)

の
定
員
を
120
人
に
拡
大
。
ま
た
、

認
定
保
育
施
設
の
「
保
育
園
チ
ャ
イ
ル

ド
純
」(

土
崎
港
西)

が
「
あ
き
た
チ
ャ

イ
ル
ド
園
」
と
名
前
を
変
え
、
定
員
が

90
人
の
認
可
保
育
所
に
な
り
ま
し
た
。

予
算
▼
１
億
５
８
４
７
万
円

●
認
定
保
育
施
設
の
機
能
強
化

新
た
に
、
く
れ
よ
ん
ハ
ウ
ス
、
こ
ぐ
ま

保
育
園
、
こ
ま
ど
り
幼
稚
園
附
属
保
育

園
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
ハ
ウ
ス
か
つ
ひ
ら
を

認
定
保
育
施
設
に
認
定
し
、
保
育
環
境

の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

予
算
▼
２
５
２
０
万
円

保
育
所
入
所

待
機
児
童
の

解
消
に
努
め
ま
す

子
育
て
に
と
も
な
う
経
済
的
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
、
第
三
子
以
降
だ
け
で

な
く
、
今
年
四
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ

た
、
第
一
子
の
〇
歳
児
の
保
育
料
も
免

除
し
ま
す
。

予
算
▼
７
１
０
２
万
円

０
歳
児
の
保
育
料
を
免
除

認
可
保
育
所
の
定
員
を
拡
大
し
、
受
け

入
れ
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
市
が
独
自

に
認
定
し
て
い
る
認
定
保
育
施
設
の
助
成

(

※)

を
充
実
し
、
待
機
児
童
の
受
け
皿
と

し
て
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

※認定保育施設助成事業…認可外保育施設のうち、市が定めた一定の基準
を満たす施設を「認定保育施設」と位置づけ、運営費の一部を助成。

●
「
秋
田
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
意
見
交
換
な
ど
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ(

研
修
会)

を
、
各
地
域
ご
と
に
開
催
し

ま
す
。

予
算
▼
８
９
７
万
円

●
高
齢
者
施
設
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
用
居
室
を
整
備
す
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
寿
園(

下
新
城)

に

助
成
し
ま
す
。

予
算
▼
６
３
７
５
万
円

●
在
宅
の
要
介
護
４
・
５
の
か
た
を
介

護
し
て
い
る
家
族
の
負
担
軽
減
と
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
、
要
件
を
満
た
す
世

帯
に
月
３
千
円
分
の
秋
田
市
共
通
商
品

券
を
贈
り
ま
す
。
予
算
▼
３
９
２
２
万
円

●
泉
の
福
祉
複
合
施
設
・
ウ
ェ
ル
ビ
ュ

ー
い
ず
み
内
に
知
的
障
害
者
の
生
活
や

就
業
上
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
や
助
言

を
行
う
、
知
的
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。予

算
▼
２
６
８
万
円

●
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す

る
た
め
、
作
業
訓
練
や
生
活
指
導
を
行

う
小
規
模
作
業
所
を
新
設
し
ま
す
。

予
算
▼
１
０
４
０
万
円

●
基
本
健
康
診
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
、
各
種
が
ん
検
診
、
胸
部
総
合
検
診
、

歯
周
疾
患
検
診
に
加
え
、
新
た
に
40
歳

市
民
と
協
働
で

地
域
福
祉
計
画
を
策
定

と
50
歳
の
女
性
を
対
象
と
し
た
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に

事
後
指
導
も
行
い
ま
す
。

予
算
▼
３
億
５
６
２
９
万
円

●
妊
婦
健
診
へ
新
た
に
Ｃ
型
肝
炎
な
ど

の
感
染
症
検
査
と
歯
科
健
診
を
加
え
て

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
妊
産
婦
、
新

生
児
へ
の
訪
問
指
導
も
行
い
ま
す
。

予
算
▼
６
６
１
９
万
円

●
救
命
率
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
救

急
救
命
士
の
教
育
や
指
導
な
ど
を
行
う

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

予
算
▼
２
９
１
万
円

●
年
々
複
雑
に
な
り
、
増
え
続
け
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
た
め
、
専
門

的
知
識
を
持
っ
た
相
談
員
を
増
員
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
は

か
り
な
が
ら
、
相
談
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

予
算
▼
３
４
万
円

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
が
加
わ
り

健
診
が
さ
ら
に
充
実

円
滑
な
救
急
業
務
の
た
め
に

救
命
士
の
教
育
・
指
導
に
力

きめ細やかなサービスで、高齢者、障害者、子
育てをサポート。住み慣れた地域で、みんなが
安心して暮らせる仕組みづくりを進めます。

支援費制度が
始まりました

障害のあるかたの福祉サービス

障害福祉課障害福祉担当
q(866)2093 FAX(863)6362

問い合わせ

４月から「支援費制度」という新しい制度
がスタートしました。
この制度は、障害のあるかたが自分で選

択した事業者や施設と契約を結んで、ホー
ムヘルプサービスやデイサービス、施設入
所などの福祉サービスを利用する制度です。

対象となるのは、支援を必要とする身体
障害者手帳をお持ちの身体障害児者、また
は知的障害児者です。ただし、介護保険制
度の対象になるかたは、原則として介護保
険制度のサービスを利用することになりま
す。秋田市では、居宅サービス約300人、施
設サービス約700人がこの制度によるサービ
スを利用し始めています。

これまで、身体障害や知的障害のあるか
たが利用する施設や在宅でのサービスは、
行政がその内容や事業者、施設などを決定
する「措置制度」といわれる制度のもとで
行われてきました。
この「支援費制度」では、利用者が自分で

サービスの内容や事業者などを選び、対等
な立場で契約を結んでサービスを利用する
ことになります。このため、身体障害者療
護施設「ほくと」、知的障害者入所更生施設
「竹生寮」に、新たにケアマネジャーを配置
し、相談支援体制の強化をはかります。
また、事業者や施設には、利用者の選択

に十分こたえられるよう、サービスの質の
向上をはかることが求められます。

市でも、利用者のかたが自由に選択でき
るように、福祉サービスを整備していきま
す。デイサービスの定員増や、知的障害者
のグループホームの運営などに助成します。

予算 21億5671万円
※詳しくは、次号の広報あきたでお知らせします。

利用するサービスを自分で選択

身体・知的障害のあるかたが対象

福
祉
●
健
康
づ
く
り
●
医
療

ⅠⅠⅠ

サービスを整備して選択の幅を広げます

健康あきた市21計画
すべての市民が元気でいきいきと暮らすた

めには、病気の予防が大切。特に、最近増加
している「生活習慣病」は、日常の生活習慣
を改善することで予防できます。そこで、生
活習慣の改善を進め、市民の健康を実現させ
るための行動計画を策定しました。この計画
は今年度から平成22年度までの８年計画で、
今年度は健康フォーラムの開催などを通じ
て、市民の健康づくりを支援します。

予算 100万円

健康づくりを応援します！

健康のつどい

0809 広報あきた　４月11日号

▼

▼


